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合　計

自己評価及び改善が必要な事項

定期的なカンファレンスと他職種連携会議により、訪問看護、訪問リハビリ事業所等との連携は深まった。基本的な介護スキルは、入浴介助(55.6%)、着替え整容(44.4%)、食事介助(44.4%)、
排泄介助(38.9%)、移乗・移動介助(38.9%)が「できていない」と評価し、着替え整容が含まれる入浴介助の研修が必要であった。コミュニケーションスキルは、意思疎通(44.4%)、アクティビ
ティ(44.4%)が「できていない」と評価し、認知症ケアに関する実践的な研修が問われていた。服薬(38.9%)、行動障害(44.4%)が「できていない」と評価し、グループ内研修を活かしたスキル
アップが求められた。新人教育は、チームによるメンター制と中堅スタッフのW体制により「自分も職場の一員として認められている」「できることが増え、頼ってもらえていると感じる」
「職場の信頼関係が深まった」など、新人だけでなく、メンターの成長にも繋がった。一方、コロナ禍で通いサービスの中断を余儀なくされ、昨年から進めていた短時間の一時帰宅が提供でき
ないこともあった。家族との連携は、写真付きの一筆箋で事業所での様子を伝え、Web面談により不安の解消を図った。本人・家族の意向を確認したうえで、感染対策を徹底しながら、精神的
な不安を解消するためのでき得る支援を検討する必要があった。

外部評価者

管理者 桑原 康也

100%

SECTION　11 普通の生活やアクティビティについて 22.2% 33.3% 27.8% 16.7% 100%

SECTION　10 行動障害について 27.8% 27.8% 27.8% 16.7%

100%

SECTION　9 意思疎通について 27.8% 27.8% 27.8% 16.7% 100%

SECTION　8 服薬について 16.7% 44.4% 22.2% 16.7%

100%

SECTION　7 着替えや整容について 11.1% 44.4% 27.8% 16.7% 100%

SECTION　6 入浴について 11.1% 33.3% 38.9% 16.7%

100%

SECTION　5 排泄について 11.1% 50.0% 27.8% 11.1% 100%

SECTION　4 移乗や移動について 11.1% 50.0% 16.7% 22.2%

100%

SECTION　3 食事について 11.1% 44.4% 27.8% 16.7% 100%

SECTION　2 仕事上の態度について 16.7% 22.2% 55.6% 5.6%

SECTION　1 対象者の接し方や態度について 16.7% 33.3% 44.4% 5.6% 100%

前回の改善計画

当事業所は、多機能型の特徴を活かしてグループで採用した新卒者育成の一部を担っている。本年は８人の新卒者を受け入れた。改善計画は、①家族や地域との連携を深めるために、定期的な
カンファレンスと他職種連携会議により情報共有を深める。②近所で暮らす家族や住民に、利用者宅の郵便物等を事業所に届けてもらうなど、地域との繋がりを維持する取り組みを実施する。
③主任との面談機会を定期的に設けてチームケア体制を構築する。④年の近いメンターがチームで新人の職場環境と生活におけるサポートを担う。そのうえで、中堅スタッフが補完するW体制
により新人スタッフの育成と職場定着を図る。⑤個人目標を設定し、目標に関する勉強会で目標を意識した支援の提供を目指す。⑥主任による定期的な面談や指導の実施。⑦事前に課題に関す
るレポートを提出してもらい実施する、短時間の勉強会であった。

前回の改善計画に対する取組み結果

定期的なカンファレンスと他職種連携会議により情報共有を深めた。地域との繋がりは、経験の長いスタッフを中心に進められ、対象者とのコミュニケーションは、半数のスタッフが「できて
いない」と評価しており、認知症ケアに不安を感じていた。チームケア体制の構築は、基本的な介護技術に自信の持てないスタッフが多かった。なかでも、入浴については半数以上のスタッフ
が難しいと感じていた。メンターと中堅スタッフによるW体制が機能し、「知らない知識を得ることができている」「自分を必要とされている気がする」「達成感を感じる」など、個人目標を
意識し、成長を実感していた。新卒者の離職者はいなかった。

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目(偏差値)
よく

できている
(60以上)

なんとか
できている
(50～59)

あまり
できていない

(40～49)

ほとんど
できていない

(39以下)

前回の課題に関する改善 16.7% 37.4% 31.3% 14.6%

准看護師

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない
備　考

事業所名 小規模多機能型居宅介護　小規模多機能前之浜

正社員 非常勤社員
1人

5人
13人
1人

1人

介  護  職  員  自  己  評  価  表

2022年2月25日

介護支援専門員

通い、泊り、訪問を組み合せて、自立した生活を送るための支援や機能訓練を提供することは、まん延防止等重点措置が

実施される現状では難しいことも多いと思います。写真付きの一筆箋で事業所での様子を伝えるなど、小規模多機能型居宅介護としての役割を意識し、家族との関係維持に努めていることが分り

ました。コロナ禍により通いサービスに制限を設けているようですが、不在となっている利用者宅の郵便物を地域の方と連携して対象者に届けるなど、地域を巻き込んだ支援を模索し提供してい

ることが確認できました。多機能型の特徴を活かしてグループ内の新卒者育成を担い、今年度は８人の新卒者を受け入れていました。年の近いメンターがチームを組んで職場だけでなく生活全般

のサポートを行っていました。無資格の介護職員には、法人内の介護福祉士実務者研修で介護の基礎から学ぶ体制を整え、介護技術・認知症ケアのスキルアップを図る社内研修を実施していまし

たが、三面評価では基本的な介護技術の不足が疑われました。OJTやロープレを活用して経験の積み上げを行う必要がありそうです。認知症対象者とのコミュニケーションスキルも同様で、ベテ

ラン介護職員による実践的な指導を増やすことを検討ください。新卒者育成は、モチベーションの維持や介護職員の定着に寄与しているようですので、事業所内で実践を踏まえた、でき得る指導

法を検討ください。本人やご家族の意向に沿って、感染予防対策を徹底しながら支援を提供していることが確認できました。

地域に根ざした密着型サービスとして、今後も地域との連携を図っていってください。 〒891-0141 鹿児島市谷山中央5丁目37-11-302
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